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会議･催事のご案内

■会 場：田園調布学園大学5号館521教室（神奈川県川崎市麻生区）

■日 時：平成２１年８月２２日（土）１５：００～１７：３０

■事 例：「他利用者の行動に指示的・命令調で過剰に干渉する

女性利用者への対応に苦慮している事例」

■発表者：社会福祉寿生会 やすらぎの園 ケアワーカー

■スーパーバイザー：桜花学園大学 教授 中村 淳子 氏

■参加費：会員無料 非会員５００円

★８月は神奈川支部との共催企画です。

会場は９月の第１２回全国大会の会場となる田園調布学園大学です！

一足先に会場を見学してみませんか？

第２０６回ＡＣＳのご案内 ８月は

神奈川支部
との共催です！

会場は第12回
大会会場となる

田園調布学園大学
です！

第４回老年行動科学講座が開講しました

４月よりご案内させていただきました第４回老年行動科学講座がいよいよ７月より開講いた

しました。

第１回講座は７月２６日（日）に『行動科学の方法とケアへの応用』というテーマで開催さ

れ、おかげさまで好評を博しました。申し込み多数のため、収容人員の大きな教室に変更いた

しましたので、受講人数に若干の余裕ができました。当日のご参加、あるいは事前のお申込、

大歓迎です。本部事務局にお問い合わせください。

開催日程は以下の通りです。

第２回講座 ８月３０日（日） 『ケアプラン策定 ～行動科学的視点から～』

第３回講座 ９月２７日（日） 『行動科学視点からの事例検討の方法 ～対象者の理解と対応～』

第４回講座 １０月２５日（日）『認知症高齢者の不適応行動の改善策』

第５回講座 １１月２９日（日）『診る力を養う』

第６回講座 １２月２０日（日）『高齢者ケアにおける行動科学の可能性』

学会のご案内チラシを作成しました

「日本老年行動科学会ってどんなことをする学会なの？」

友人・知人などに学会の紹介をしたいけれど、どんな学会なのか一言で説明するのは難しい

…。あるいは、「興味はあるけれど、学会の活動が簡単にわかるようなものはないの？」とい

う方々のご要望におこたえして、このたび、学会のご案内チラシを作成いたしました。

本「お知らせNo.22」に同封してございます。もしも身近にご興味のある方がおいでになりま

したら、是非お渡し下さい。

ご案内チラシは学会ホームページからもダウンロードできるようにする予定です。

また、たくさん配布したいのだけど…という方は、学会事務局までご連絡下さい。必要部数

をご送付させていただきます。







＜テーマ＞ケアする人･される人：安心と希望のケアのために
＜日 時＞2009年9月12日(土)・13日(日)
＜会 場＞田園調布学園大学（神奈川県川崎市麻生区東百合丘3-4-1）

＜プログラム＞
9月12日（土） 10:00-10:20 開会式

10:30-11:20 大会長講演 田園調布学園大学教授 荒木 乳根子氏（公開）

「高齢者の性とケアをめぐって」

11:20-12:10 特別講演 厚生労働省老健局長 宮島 俊彦氏（公開）

「地域ケアと介護保険」

12:10-13-20 昼食

13:20-14:20 レクチャー：事例検討の進め方（ＡＣＳ新方式の紹介）

14:20-17:00 事例検討会・ＡＣＳ（３室予定）

17:30-19:30 懇親会（田園調布学園大学内レストラン）

9月13日（日） 9:30-11:00 研究発表（４室予定）

11:10-12:40 ワークショップ

「タクティールケア入門

～スウェーデン生まれの究極の癒し術～」

「介護者がつぶれない認知症ケア～家族介護の現場から～」

「北欧の持ち上げない移動・移乗技術

～介護者の腰痛を防ぎ利用者の自立を促す～」

★研究発表につきましては申し込みを締め切らせていただきました。

★参加申し込み締切：2009年8月24日（月）
（第３号通信に同封の参加申し込み用紙でお申し込みください）

＜参 加 費＞正会員：事前申し込みは7,000円、当日参加は8,000円
非会員：8,000円（大会長講演・特別講演のみの参加：1,000円）
神奈川県高齢者福祉関係職員：3,500円

学生（院生含む）：2,000円

＜懇親会費＞会員・非会員とも：4,000円

日本老年行動科学会第１２回大会のご案内

●演題・参加申し込み先●

〒112-0012 東京都文京区大塚３－２９－１
筑波大学大学院 大川研究室気付
日本老年行動科学会第１２回大会事務局

Fax：03-3942-6324
e-mail: iot21005@human.tsukuba.ac.jp

★お問い合わせ等は
メールかＦＡＸで
お願い致します。

看護者・介護者の悩みの１つ、腰痛。職業病だとあきらめていませんか？

ノルウェーの理学療法士、Per Halvor Lunde（ペヤ・ハルヴォール・ルンデ）氏はこの問

題に対し、利用者の自然な動きを活用することにより、介護者に負担の少ない移動・移乗技術

を開発しました。今では「Per Halvor Lundeシステム」として知られ、ノルウェーをはじめ

とする北欧３カ国で広く採用されています。利用者自身の体の動きを利用し、状況によっては

簡単な補助具も使用します。

忙しい看護・介護現場、身も心も擦り減ってしまってはいませんか？体が少しでも楽になれ

ば、気持ちにも余裕が出るかもしれません。第１２回全国大会のワークショップに参加して、

実際にどのようなことをして、どんな効果が得られるのか、皆さんも体験してみませんか？

Pick up Topics

北欧の持ち上げない移動・移乗技術



佐藤チームの取り組み

「パーソナルケア」を視点として

日本老年行動科学会 会長（明治学院大学 教授） 佐藤 眞一

本学会は，高齢者のケアや生活の理解に対して行動科学的な考え方と方法を採り入れることに

よって，老年科学の研究と実践をより高度で豊なものにすることを目指してきました。本学会の

事例検討会ＡＣＳは，その第１回をすでに1991年に開始しています。そして，本年２月の総会で

は，本部ＡＣＳ第２００回が開催されました。時代の流れとともに，扱う事例は多様化し，ケア

に対する知見も深まってきました。そこで，本学会のＡＣＳも，学術団体の活動に相応しい水準

を満たすことを目標に，改めて見直すことになりました。

私のチームでは，千葉市にある特別養護老人ホーム・更科ホームの利用者の事例について，ホー

ム職員の皆様と共に検討しています。今回の事例検討には，私が以前から提唱してきた「パーソ

ナルケア」の方法を採用しています。その一部は，拙著「事例のまとめ方と発表のポイント」*

（中央法規出版）に示しましたが，具体的な方法については本学会の老年行動科学講座などでお

話ししている以外には，他誌に論文として発表しただけなので，本学会の多くの皆様には，まだ，

本格的にはお知らせしないできました。今回のＡＣＳ改革の取り組みでは，ようやくその考え方

と方法を具体的な事例を通してお知らせできることを嬉しく思うと同時に，この方法自体の有効

性を改めて見直す機会としたいと考えています。

「パーソナルケア」には，日常生活援助である衣食住についての基本的なケアであっても，そ

のどれもが非常に個性的な内容からなり，それには単なる自立援助という考え方を超える理念と

方法が必要である，との思想がその基礎にあります。そして，その実践には，行動科学の方法が

極めて有効なのです。

ケアのための行動科学は，ケア対象である行動上の問題点をその原因に遡って分析・考察し，

仮説を立て，問題や課題の改善のためのケアを実践し，その効果を実証的に確認する，という流

れからなります。行動科学的な方法論は，対象者の状態の観察と記述から始まり，ケアの効果の

実証までのすべてに関わりがあります。ここで，その全体をお知らせすることはできませんので，

ほんの一端ですが，以下に具体例を示します。

皆さんは，ケア記録をどのように書いていますか？ 「食欲がなく，かなりの量の食べ残しが

あった。」「夜間不眠のため，元気がなかった。」「寂しさのあまり，夜間，何度もコールを押

す行為が見られた。」 これらの記録の何が問題なのでしょうか？ 行動科学では，観察した事

実と，その事実から推測したことは明確に区別することが基本です。「食欲がない」という記載

は，食べ残したという事実から推測したことであり，必ずしも食べ残したことの原因とはかぎり

ません。食べ残しの原因は他にも考えられるからです。「かなりの量」も問題のある表現です。

できれば食材の種類と正確な分量を数字で表したいところですが，日々の介護でそこまで詳しく

調べることは難しいというのであれば，せめて主菜と副菜の別，それに目測で良いので何割くら

いの摂取量だったかを記載することが必要でしょう。他の２つの例について，問題点を考えてみ

てください。詳しくは，９月に行われる大会ＡＣＳでお話ししたいと思います。
* 事務局注： 書籍につきましては学会事務局では取り扱っておりませんので出版社へお問い合わせ下さい

ＡＣＳ改革の取り組み（２）

前号では、学会の根幹活動として実施しているＡＣＳ（事例研究会）が転換期を迎え、より「行動科学」

に重点を置いた改革を行う必要性が生じた経緯についてご紹介しました。

今号では、２つの改革チームの取り組みについてご紹介していきます。



私たちのチームは、これまでのACSでの検討をさらにバージョンアップすべく、東関東支部のメ

ンバー（施設職員、研究者、臨床心理を学ぶ筑波大学院生）を中心に事例検討に取り組んでいます。

皆さんは、「奇声」という行動で困ったことはないでしょうか？ 私たちが取り組んでいる対象

者は、まさに、「奇声」を終始、発せられる１００歳になろうとする高齢の女性です。週に３日、

デイケアに通われているのですが、その、デイケアの利用の中で、「終始」「頻繁」に、「奇声」

をあげられます。「よーー」「ちょっと」「どうすんの」「どうしよう」、こんなことばが四六時

中、発せられるのです。

施設の職員の方は、困って、その都度、いろいろな対応をされたそうですが、その「奇声」は治

まるどころか、ますます増えていったそうです。

この方に対して、私たちは、チームを組んで、総合的なアプローチを試みました。まずは、実態

の把握です。これまでのACSで行われていた、施設関係者からの対象者の言動の報告に加えて、ビ

デオを用いた行動の分析も加えてみました。その結果、報告だけからは見えなかった、いろいろな

ことが明らかになってきました。

問題の整理にあたっては、従来の施設レポートに加え、ＤＳＭ４（アメリカ精神医学会による

「精神疾患の診断・統計マニュアル」第４版）による多軸評定を新たに活用してみました。ここで

は多軸評定のうち４軸を利用し、１軸（精神症状にかかわる側面）、２軸（性格障害、精神遅滞に

かかわる側面）、３軸（身体疾患にかかわる側面）、４軸（環境要因）という分類で現状を把握し

てみました。さらに経歴・パーソナリティ・発語による理解という側面から、問題行動に限らない

本人のパーソナリティ理解につとめました。

その上で、問題行動をビデオ撮影し、先入観を入れることなく、いつ、どのような発声が、どの

ような音調で何回発せられているかを記録しました。問題行動について、私たちは状況はわかって

いると思いがちですが、本当に「多い」のか、「いつでも」問題行動が起こっているのか、また、

改善活動によって本当に「改善」したのかなど、実際に記録をとってみると主観的認識とは違って

いることがままあるのです。

そこでの実態把握に基づき、いわゆる「奇声」という行動の意味について、施設の方とチームメ

ンバーとで、何回かの話し合いの場を持ち、一つの理解に至りました。そして、その理解の上に、

「どのような対応をしていくか」ということについても話し合いをし、対応の方向性についても合

意し、実際に1ヶ月間、合意した方向性のもとで、対応を試みてもらいました。

その1ヶ月の対応の後、どのような対象者の方に対し、どのような行動上の変化が見られたかを、

施設の方の報告、そして、また、ビデオによる行動分析を行いました。その結果、いろいろな変化

が見えてきました。

さて、大会の事例検討(ACS)の場では、「奇声」の対象者の方に行った私たちのチームの一連の

取り組みについて、追体験をしていただきながら、実習をからめながらの報告をしていきたいと思

います。

この事例検討の追体験の中で、日本老年行動科学会がこれからの事例検討(ACS)に対して、どの

ような方向性を模索し、現在、どのような到達点にあるのかということについて、ご理解いただけ

るかと思います。

関心のある皆さんのご参会をお待ちしています。

大川チームの取り組み

より客観性を求めた分析と対応を目指して

日本老年行動科学会 副会長（筑波大学 教授） 大川 一郎

第１２回大会では、これらの取り組みを踏まえた発表が行われます。是非ご参加下さい！



【後を絶たない高齢被害者】

「振り込め詐欺」なるものが連日マスコミを

にぎわせています。電話でいきなり「オレオレ、

オレだよ！」と切り出したオレオレ詐欺の“発

展型”ですが、弁護士や警察官、保険会社社員

や上司などが賑やかに登場する新手の詐欺とい

うこともあり、マスコミでその手口も含め何回

も報道され、一躍全国的に知られるようになり

ました。

高齢者が“カモ”にされることも少なくあり

ません。「孫が大好き」なのにふだんからその

孫（あるいは孫の親も）寄りつかず、寂しい思

いをしているひとり住まい（あるいは老夫婦だ

け）の高齢者に対して、次のような詐欺師の巧

妙なテクニック。こんな電話をもらったら、少

しぐらい変だなと思っても、寂しい高齢者はひ

とたまりもなくだまされてしまうのではないで

しょうか。

だましのテクニック７カ条（悪用禁止！）

１．まずは電話に出た高齢者に、いきなり「オ

レだよ、オレオレ」と言って名前は名乗り

ません。だれだかわからないでいると、聴

こえるくらいの小声で「ボケたのかなあ？」

などと言って、高齢者を慌てさせます。

これは、たいていの高齢者にある二大恐

怖、「ボケ恐怖」と「寝たきり恐怖」のう

ちの１つをいきなりもちだすことで、それ

を認めたくない高齢者に「わかってますよ、

あなたは私の孫の〇〇です。ほら、ボケて

ないでしょ」と思わせようとする巧妙な手

口です。この段階で高齢者は、ご丁寧にも

相手に孫の名前まで教えてしまい、早くも

相手のいいなりになって詐欺に“ひっかか

る”下地をつくってしまうのです。

２．次に孫になりすました詐欺師は、おばあさ

ん（おじいさん）の健康状態をさりげなく

聞いたりします。「どう血圧は？――」。

高齢者ほど（寝たきりになって人に迷惑

をかけたくないという気持ちから）自分の

健康状態を強く気にしている人はいません。

結果として血圧や顔色などを優しく気づかっ

てくれる相手には、警戒心の鍵でガッチリ

とロックしているはずの“心の扉”をいと

もたやすく開いてしまうのです。

３．次に、そのように心を開いた高齢者に、事

故をおこしてしまい、銀行の口座にお金を

振り込まないと「たいへんなことになる！」

などと訴えます。警察官や弁護士や上司な

どがその“たいへんなこと”の後押しをし

ます。

「たいへんなことになる！」などは高齢者

に強い不安感情や恐怖感情すらひき起こし

ます。そして、強いネガティブな感情は

“大きな知的混乱をひき起こす”のです。

「歳をとる」とはどういうことでしょうか。「認知症」とはどんな状態なのでしょうか。この
学会に関心を示した皆さんは、既にそのようなことは経験的に、あるいは本などからの知識を得
てよくご存知かもしれません。

でも、どんな状態になるかはわかっていても、その背景となる心理はどうでしょうか。お年寄
りを子ども扱いしたり、徘徊や盗癖などの問題行動を「認知症だから」で片付けたりはしていな
いでしょうか？分かっているようで実は分かっていないこともあるかもしれません。

このコラムでは、日本老年行動科学会の前会長で、現在は駿河台大学教授である井上勝也氏が、
長年の高齢者研究の経験から、「水をほしがる人にパンを差し出すような見当違いの対応」が少
しでもなくなるよう、高齢者の心と行動について語ります。

※なお、本連載は井上教授の許可を得て、過去に発表された文章を再掲させていただいています。

井上教授のコラムアーカイブ（６）

振り込め詐欺 ～寂しい高齢者～
…中央法規出版「歳をとることが本当にわかる50の話」より



これは、高齢者に限ったことではありませ

ん。だれでも強い不安や恐怖場面に陥ると

「頭の中が真っ白！」――。つまり知的混

乱に陥ってしまいます。

４．次に詐欺師は「××口座に〇〇円を振り込

んでほしい」と具体的な金額をあげて頼み

ます。

この場合、銀行が閉まる直前の時刻を指

定し、金額も多すぎも少なすぎもせず、高

齢者がちょっと無理をすれば“手の届く金

額”を要求します（最近は、この詐欺師の

“原則”は守られず、多額を指示するよう

になってしまいましたが――）。

５．そして、こんなことを頼めるのは「おばあ

ちゃん（おじいちゃん）だけ」としきりに

祖父母を頼りにしていることを口にします。

これぞ高齢者詐欺の重要なポイントの１

つ。多くの高齢者は、男女とも自分が第一

線を退き、家庭内でも社会でも少しずつ確

実に不要視されつつあると思いこんでいま

す。しかし、自分が無用な人間であること

に耐えられる人がいるでしょうか。小さな

孫のお守りや家事の分担、ゲートボールや

ジョギングなど、これらの行動の背景には

単なる楽しみ以上の、元気で人の役に立ち

たいという高齢者の痛切な“有用感”への

願いが隠されていることが多いのです。孫

は、“頼む”とか“悪いなあ”を連発して、

高齢者のこの“有用感”をくすぐる、とい

う戦法をとるのです。可愛い孫からそう言

われメロメロになった高齢者が、大金の肩

代わりをする気になるのに時間はかかりま

せん。

６．だめ押しは「親には絶対内緒」とか「２人

だけのこと」を強調することです。ふだん

から神棚に祀られたり無人島に追いやられ

て孤独で寂しい思いをしている高齢者にとっ

て、この言葉は突如、２人だけの秘密の小

部屋をプレゼントされたようなものでしょ

う。高齢者は、さっそく外の見える窓のカー

テンを自ら閉めてしまいます。

７．孫から頼りにされた高齢者は、「今後は気

をつけて」と孫に教訓を垂れたりした後で、

“孫の声がいつもとちがう”ことに気づく

ことがあります。

これは、若い者に“訓示”して、少し落

ち着いた高齢者が自分を取り戻し、小さな

疑問に到達したということでしょう。しか

しこの場合でも、“優秀な詐欺師”は慌て

ません。「喉に腫れものができた」など、

もっともらしい理由をつけて身をかわして

しまうのです。

【詐欺の語るもの――寂しい高齢者】

振り込め詐欺は悪い！――。どんな詐欺でも

詐欺は詐欺、犯罪ですから、それが断罪される

ことは当然のことです。しかし、それでメデタ

シ、メデタシでよいのでしょうか。

かつての「豊田商事事件」――高齢者がカモ

にされ、“金ののべ棒”を買わされるという詐

欺事件がたて続けに起こり、世間を騒がせまし

た。そのときのセールスマンは、高齢者といっ

しょにおふろに入って背中まで流す、という徹

底した“作戦”をとったのでした。しかし、そ

のとき被害にあった高齢者の次の言葉を忘れる

わけにはいきません。

「だまされていることはわかっていた。でも、

だまされてもいいと思った。子どもでも孫でも

身内のいったいだれが、いっしょにおふろに入っ

て体を洗ってくれたことがあるんだい!?」。―

―本当に断罪されるべきは、いったいだれなの

でしょうか。

「井上教授のコラム

アーカイブ」は

隔月掲載の予定

です。

井上 勝也 教授




